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Abstract

　We 　examined 　how 　custom 　color 　names 　are 　recognized ，using 　three　indices（i．e ．，　the　distance　in　color 　space

between　a　given　standard 　color　of　JIS　Z　8102　and 　subjects
’
choice 　for　it，　the　familiarity　of　colQr　names ，　and 　the

imaginableness　of　color 　names ）．

We 　obtained 　a　＄trong　positive　correlation 　between　the　familiarity　and 　the　imaginableness　of　color 　names
，
　a 　moderate

negative 　correlation 　between　the　familiarity　and 　the　distance　in　color 　space ，　and 　a　slightly　strong 　correlation 　between

the　imaginableness　and 　the　distance　incolor　space ．

　Furthermore ，　principal　component 　analysis 　 revealed 　that　two　components
”Recognition”and

’Distance　in　color

space
”have　95．8％ explainability 　of　the　familiarity　of　color 　names ．　This　fact　indicates　that　a　color 　name 　consisted 　of

one 　basic　color 　word 　is　more 　recognizable 　than　any 　other 　colors
，
　and 　that　those　color 　names 　consisted 　of　two　basic

color 　words 　are 　more 　recognizable 　than　color 　names 　containing 　no 　basic　color 　words ．

　We 　found　the　distance　in　color 　space 　for　color 　names 　containing 　a　basic　color 　word （or　words ）significantly 　shorter

than　the　other 　color 　names ．　This　suggests 　that　subjects 　were 　able 　to　infer　the　position　of　a　color 　in　color 　space 　using

its　basic　co ］or　name （s）even 　if　they　didn’t　know 　the　color 　name ．

Keywords

　basic　color，　CIE　Va
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要旨

　JISZ8 ］02 に採録されている價用色名がどの 程度認識されている かを調 べ る為に、「色選択法におけ る基準とな

る色票 か らの色差 」、「色 名の知 名度」およ び 「色名 か らの イメ
ージ可能度」の 3つ の指標 を用 い て 、相 互 の 関係を明 ら

かにした 。

　「知名度」と 「イメ
ージ可 能度」の 間には強い 正の相関、「知名度」と 「色差」の 間に は中程度の 負の相関、そ して 「イ

メ
ージ可 能度」と 「色差」の間 にはやや強 い 負 の相 関が見 られた 。

　さ らに こ れ らの 3指標か ら、主 成分分析を用いて色名の認識に つ いて定量的に評価する こ とを試み 、認識度および

錯誤度か ら95 ．20／o：n明が可能で ある こ とが明 らかにな っ た。こ れ を踏まえ ると認識度に関 して 、「基本色の みの色名」

はそ の他の色名よ りも認識度が高 く、「基本色が2 つ のみ の色名」は 「基本色を含 まない 色名」よ りも 認識度 が高い傾

向を示 した 。 錯誤 度に つ い て は、「基本色が2 つ の みの色名」およ び 「基本色 を含む色名」は、その 他の色名よ りも有

意に低か っ た。こ れは、價用色名を知らなくても色名中の基本色を手がか りに して色選択を行 っ た 結果、色差が小 さ

くな っ た こ とを示唆する 。

キーワー ド

　基本色、CIE　L＊

a
’ b’

表色系 、慣用色名の 知名度、慣用色名か らの イ メ ージ可能度、基本色の 含有、色名の 認 識度 、

色名の錯誤度 ，
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L 緒言

　日常生活の様々な場面で 、様々な 色が用い られ てい

る 。 自動車や携帯電話などの工 業製品における カラ
ー

バ リ エ ーシ ョ ン の 充 実や色 彩に ス ポ ッ トを当て た商品

戦略に依る ところ、そ して色彩関連の資格試験 を起点

とする色彩教育に依る と こ ろな ど 、色彩 に対す る関心

は
一

層 高まりつ つ ある 。

　と こ ろで 、色 を言葉を用い て伝える時に は、色 名を

用いて コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンを行うことが殆どで ある 。

　 JIS　Z　8102 の 「物体色の 色 名」D による と、色を言

語で 表現 する際 、系綉 色名 と慣用色 名が存在 す る。

　系統 色名に つ い て は、基 本色名に形容詞を挿入 する

こ と で 、おお まか で はあ るが比 較的正確 に色 を表 現す

る ことが可 能で ある 。明 るい
・暗いなどの形容詞 の意

味が分か っ て い れ ば、誰に で も用いる こ とが出来るは

ずであ る 。

　
一

方、慣用 色 名 に関して は 、植物や鉱 物、も しくは

地名な どが由来とな り、そ の対象を知 っ て いれ ば、系

統色名 よ りも正 確に色を再 現 で き るはずで あ る 。しか

し対象物を知 らなければ、色を再現で きない可能性が

高い 。 また対象は知 っ て い て も、正 確に色を再現出来

ない可能性も考え られる 。特に植物におい ては 、同 じ

花で も花び らの 色が 異な っ て いた り、あ る果実で あれ

ば、熟 し具合 によ っ て色が異 な っ た り、品種 に よ っ て

色が異な っ たりするために 、JIS で 定め られた基 準に

対 して 、誤認 される可能性を有する 。

　 2001 年 にJIS　 Z　 8102 が改訂されたが、「現在の

社会 、特 に産業 界 で 比較 的良 く知 られ てい る色 名、あ

るい は知 っ て ほ しい と期待 される色 名を慣用色名と し

て 269 色 取りあ げる」との 意図であ っ た
2 ）。11ff

用色名

が増えて数年が経過す るが、誰に で も知 られて い るか 、

誰にでも正 確に利用され て いるか 、誰 にで も正確に伝

え られ ている かとい っ たこ とは定かで はない 。

　慣用色名の認識 に関する研究は数例行われて お り 、

盛田と香川は、 105 色の慣用色名に対 して、該当する

色をPCCS カラ ーチャ
ー トか ら選出す る方法を採 っ て

お り、デ
ー

タをマ ン セル 表記 に変換 してか ら、各慣用

色名の 色域を明らか に し、基 準と合致も しくは 類似 し

た もの を反 応色 と定義 して 、それ 踏 まえ 「認識 されて

いる色名」、「あいまいな色名」、「認識されて いない色名」

に分類 した 3・4．5〕
。 また岡本 は、50 色の

「1貫用色名につ

いて、イメ
ージで きる か否 かを問 いて 、パ ソ コ ン上で

そ の色の再 現を行 うことで各慣用 色名 ことの認 識度を

考察 し た 6）。また別に 、 111 色 に対 して 同様の 調査 を

学科別で 行 っ て比較を した 7 ）。

　こ こ で 「認識（度）」とい う言葉が 出現す るが、盛田ら

は慣用色の 基準に
一番近い PCCS 色票の色を再 現 して

い る 被験者の 割合を基 準とする こ と と色を知 らない と

回答す る率か ら認 知の程度 を大き く 5種 類に分類 して

いる 。また岡本に つ いて は、色名か らイメージで きる

人の割合とパ ソ コ ン上での色再 現の 結果から、色名の

認識の程度に つ いて検討を して いる。

　 しか し盛田 らの方法は x 色名を知 らな くて も名前か

らイメ
ー

ジ で きるケ
ー

ス があ り、結果と して 正 しい色

再現 が出来 た 時に認識 度 があ ると は言 い難い 。 ま た岡

本の方法は、色の知名 に つ い ては調 査 してお らず 、色

名 を知 らな く て も イ メージ で き て しま うケ
ー

ス が あ

D 、色名自体を知らなくても色名中の単語 を手がか り

と して 、結果的に基準 と の 差が小 くな っ た場合に も認

識度 がある と 言 うの は 難 しい 。

　石原は 80 色 に対 して 「色名を知 っ て いるか」「どのよ

うな色名か 判るか」に つ い て ア ン ケ
ー ト調査 を行い 、

一
部 の色で は知識 に関す る検討を 行 っ て いる が 、2 つ

の関係に つ いて は定量的に考察されていない
副

。

　これらの先行研究よ り、「色名を知 っ て い るこ と」お

よび 「どんな色 かをイ メ
ージで きる ・判るこ と」は別の

指標と して 考える べ きで あると考えられ、こ れを踏ま

え ると 知名度 、イメ
ー

ジ可能度、色再 現 の結果の 3指

標で 色名の認識度を構成 しそ うであ り、これ らの 関係

を明 らかにす る こと によ っ て 、総合的な色名 の認識 度

が明 らか にな る の で はな い か と考えられ る。

　本 稿 は、先 に こ れ らの 3 指標 の相 互 関係 を明 らかに

す る こ と 、そ しで 3指標か ら色名の認識に つ い て 定量

化を試みる もの であ る。ま た 3指標か ら導出された結

果 を先行研究の
一部 に当て はめる こ とによ っ て、汎用

性の有無 を確認 してい く。

図 1　 色名の 認識度のイメ
ージ

［三＝：二こ＝ ＝：7匸 ＝＝＝：：7ニ コ 97
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本夐髴学会誌　第33 巻　第 2量．（
20092

」

2 ，方法

2．1 ，被験者

　のべ 109 名の被験者が本調査 に参力口を した （和名慣

用 色 は 53 名 ；男性 31 名、女性 22 名 。 洋 名慣用 色は

56 名 ；男性 30 名、女性 26 名）。い ず れ も 19 〜28 歳

の色覚正常 の 日本 人 が、本実験に参加 した 、 被験者の

72 ．2010は デザ イ ン 学科の 大学 生 、お よ び大 学院 生 で

あるが、色名 を詳 しく学習 す る 機会は 多 くな い 。ま た

被験者の 5．70／oは色彩関係の資格受検を経 験 している。

2．2 ．慣用色名とそ の 色 を当て るテ ス ト

　被験者 には、色名とそれに対応する色をマ ッ チン グ

させるテス トを行わせ た 。 図2 に上記テ ス トで用いた

ツ
ー

ル を示す。

　被験者に色名が書かれたカー ドを見せ、色票が 貼ら

れ た ボー ドの中か ら選択 して も らうよ う に指示 した 。

色 名が分か らなし、場合でも 、必ず どこか に置い て も ら

うように指示 をした 。

　色票は 、Il

貲用色チ ャ
ー ト劃 およ び PCCS 　 201 −L耙

（とも に 日本 色 彩事 業 ［株］）を採用 した 。 本 研究 で は 、
，1ff用色 チ ャ

ー
ト中 の金色 と銀色 を除く 267 色、そ して

PCCS 　 201 −L中の 201 色、合計 468 色をボー ドに貼

付け て 被験者 に 提 示 し た 。 光源 は 白 色蛍光 灯（ナ シ ョ

ナ ル製 　 FLR 　 40 −S −W ／M −x36 ）を使用 し、照 度 は

5001x になるように設定 した 。

の測色値との色 差を数量化す る こ とが可能 とな る 。そ

の距離が小さ い ほ ど色名選 択が正 しく、逆 に大 き けれ

ば正 しくな い色名選択と解釈で きる 。 取得 した色差を

ひと つ の指標 にする ことで 、他の指標 との 関係を検討

する こ と が可 能 とな る。よ っ て 本研究で は、あ る色 の

基 準か ら被験者が選択 した 色名 との差 を定量化する為

に CIE　 L＊

a
＊ b＊

表 色系 の色 差式 を適用 し、色 差 △ Eを指

標と した。こ の 色差式を利用 する 為に 、反 射型色彩測

定器 Eye−One 　share （x−rite社）を用い て各價用 色の色

座標L ＊

．a
＊

，b ＊

を取得 し、被験者が色名 カー ドを置い た

色名の測色値との距離 △ Eを算出した （図 3）。

．1貰用 色

（al，bl

f
被験者が選択 した

色 の 測色値

（a；，b；，Ll）

a
’

2，3 ．色差式の 適用

　盛 田らが取得 した色名再現デ
ー

タは 、大 まかな 色差

は分かる ものの 、POOS 表色 系を用 い て い る ため 、正

確な差は算出されていない 。 本稿では、OIE　L’
a

＊b＊

表

色系の 色差式によ り、被験者が選択 した色 名か ら色 票

［mm 亅

Carm 舞ne

カ
ー

マ イ ン 「
1…………

蕚デ
… …

洲 ［m ．1］

図 2　慣用色名 と そ の 色を 当 て る テ ス トで 用 い た

　 　 タ ス ク の イ メージ

　 　 　 　 　 　 2　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＋　 1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＋　 ］

△ E ＝　　（a丶一a
’
2）＋ （bl−b、）＋ （L；−L、）

図3　CIE　L＊

a
＊b＊

表色系の 色差式と 色差△ Eの イ メージ

2．4 ．ア ン ケー ト

　色名の カー ドを見て どんな色かを選択する調査とと

も に、各 1貴用色 名の知識、お よび色名か らどん な色か

がイ メ
ージでき るか否 を把握する為に、ア ン ケ

ー
トを

行 っ た 。 図4 に質問紙の フ ォ
ームを示す。質問紙には、

慣用色名と洋名で あれ ばそ の アル フ ァ ベ ッ トを、和名

で あ ればその 読み を記 した 。 被、験者は色 名を見て 「色

名を知 っ て い る か」「色名か らどんな 色をイ メ ージ で き

る か」をそれ ぞれ yes ／no で解答 させた 。
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　　「色名を知 っ て い る か」で yes と 回答 した被験 者 には

「色名 を知 っ たき っ かけ」を記入 して も ら っ た （注 ：本

稿で は 、き っ か けに つ いての考察を割愛する）。

3 ，結果

　　表 1に洋 名
ll
質用色 122 種類、表 2 に 和名

II

貫用色 145

種類の色差 △ Eの 平均 、知 名度 、イメ
ージ可 能度、そ

し て 主成分分析に お ける 得点 （後述）を示 す。色差 △ E

表 1 洋名慣用色に お け る結果（色差 △Eの平均、色名 の 知名度、イメ
ー

ジ可能度、主成分得点）

慣用 色名 分類
△ E

〔平均〕

Q1．
色名の

知 名度

　q2．
イメ
ージ

可能度

　　 主成 分

〔
．
置用 瓸名全 体｝

　　 主成 分

〔基本色 の 含有 別）

z1z2z1z2

ロ
ー

ズ ピンク b23 ．767 ．9％ 85，7％ 1．6Q． 0．53　．一．．
コチ ニ

ー
ル レ ッ ド b19 ．912 ．5％

1．16
・0，950
．790

．23
・1．18 一1，29 一〇．95　　　　　　　　　　　」

ルビ
ー

レツド 1ヨ．633 ．9％

21．4％
78、6照

・0．911 ．00 ・0．86
ワインレ ッ ド

bb

匸

96．斗％ 87．5％ 2．050 ．062 ．69 ・0．09　　　　　　　　　　．．．．
パーガンデ イ

ー 17．9％ 10．7％ ．2．05o ．48 ．1．61
オ
ー

ル ドロ
ー

ズ ⊂ 1Q．7％ 41．1％ ．T、02 ．o．38 ．O．63　　．

13，048
，332
．417
．316
．832
．2

89．3％ 1．61ロ
ーズ　　　．．．．．．．一．．．．．．．．．

ス トロ ベ リー

　．一．
　．一．．
76．8％

59．6％

19，6％　．．．
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・G．9呂

．0．04
ス チ

ー
儿 グレイ

100，0％
14．3％ 51．8％　

・O．Q9 ．1．35　　r ．0．18 ・i．30
ス レートグレイ

チ ャコ
ー

ルグ レイ

ラ ンプ ブラ ツ ク

a　．．．．
bbbba

　 　 9．4
　 B ．5
　 21．4．．．一．．
　 19．2
　 　 7．8

．．．一．．
　 8．9％　一．一．．．
　 60．7％

26．8踊　 ．O．95　　　　　　　．
5G．0％　 0．48

一1．28．
　 0．62　−．．一．一．一．

10．7％ 28．6％　
．0．4Z

　．1．12　．．．一
．0．34　　　．．．

　．1．87−
．0．44

・O．82
．o．23．．．
．2．04
．0．99

　　．．一．．．．．．
ブ ラック

．．一．．
　 2．410D ．0％ 98．2％　 2．70

．o．690
．78

※ 分 類 に つ い て は 次 の よ う に 表 す 　a．基本 色 の み の 色 名 ／b，基 本色 を含 む色 名 ／ c．基 本 色を含まな い 色名

L ．

．一．

一 「 99　一 ．一．＝ ＿」
N 工工

一Electronic 　 Library 　
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の平 均は、被験者が選 択 した色名 と色彩測定器 で測定

し た色名 との 差 を算 出 し た 後に 、被験 者全 体 の 平均 を

算出した ものであ る 。

　色名の知名度は、質問紙中の 「Q1 色名 を知 っ て い

る」にて yes と 回答 した 被験者の割合を算出 した もの

で あ る 。同様に イ メ
ー

ジ可能度は 、「Q2 色名か ら イ メ

ージで きる」にて yes と回答 した被験 者の割合を算 出

したもの である 。

表 2　和名慣用色における結果（色差 △Eの 平均、色名 の 知名度、イメ
ー

ジ可能度、主成分得点）

Q1．
色名の

知名度

Q2．　　　主成分

　　　　　憤 用 色名全体｝

　　　主成 分

〔基 本色の含有別〕
慣用色名 分類

△ E

（平均 1

　　　　　昌
イメ
ー

ジ

可能度 z1zzz1zZ

鴨 色

躑 躅色

⊂

⊆
38．8
ヨ8．ア

20 ．B％
32．1％

1ア．O％　　
・1．55

5S．5男　　・0．52　　　　　　　　−．．
　 　 0．Dl
　　 O．4D−．−
　 　 o．93

・1．B　　．
・D、13　　　．
］．83

．D．2 匠

O．130
．ア5Z9 ．5go ．6％ 90．6％ ］．45桜色

薔薇色

匸
⊂

．一．

韓 旨 花一一一一一一．．．．一． c15

．4−．．一．一
τ 7．7

　　92．5％． 一．．．．
　　3D．2％

94．3％
25．4器

2．01
．o．4ア

珊 瑚色 ⊂ 41．950 ．9％ 54．ア％　一一．
　　　．．一・o．3ε．．．．．一．

　　 0．Z3
　　．1．01−
　　 0、55．．．．一．
　　 D．12

2．3ア

．0．07　　．
0．03D
．02

O．09
．1．210
．59

．0．13　 　60 ．4％．．一． ．o．ヨ5紅 梅色

桃色

⊆
⊂

　 　 34 ．2．．．
　 　 15 ．23D2

％　　　−
100 ．0％ 98 ．1％ Z．2ZD ．35 ⊇．590 ．23

紅 危一一．一．．．．．一 ．一
紅 赤

⊂

b
】1．Ol1
．894

．3％
　5．ア％

98．1％
66．0％

2．300
．11

．o．03
．1．512

．660
．07

．0．王5
．1．45

．勵 旨 c31 ．986 ．8％ 717 ％ 0．92　−．　 　 O．91−．．．一． 1．530 、7Z
三．8％　　・2．23D ．63 ・1．7 呂 0．ヨ2蘇 芳

茜色

⊂

G5

σ．924
．2

　　20．8％．一．一．−
　 　92 ．5％

一一一一
　 ア7．4咒 1．40D ．53 ］．790 ．42

赤 a5 ．3100 ．0％ 100．0％　　 2．6D ．D．211 ．1Z ．o．48
矢色

紅樺含

紅緋

　 仁

　匸．
　 匸

B ，斗
27 ．3ZS
．0100

．0％

　　1．9％
　 3．8％

96 ．2跖 　 　 Z2 δ

1ヨ．5％　　・159
ヨ9．6％　　

・1．01D

，15
−0．98
・o．752

．55
．1．18
・0640

，05
．1．23
．1．01

船 r卜色 C59 、こ
紅海老螢 bz ア．8

　 　 1．9％．．．．．．．．．
　　1．9路

　 9．4％ 　 　 −Z．ア 2．．．一一．．．．．
30．2％ 　　

．1．22O
．85　　　．．D．85

．2．z9．．．1．580
．49　−．．o．39

声色

小 豆 色

匸

⊂
34．z25
．413

．2％
88．ア％

11．ヨ跖　　
．1．63

90．6箔　　 155

．o．400
．67

．1211
．93

．0．67D
、50

弁柄 色 匸 345Z2 ．6％ 132 ％　　
．1．44 ．D．Z3 ・1D2 ・D．49　　　．

海考 茶 b25 ．322 ．6％ 39．5箔 ．o．59 ．O．62 ．0．76 ．D．Z1
金赤 b2405 ．7％ 34 ．D％ 0．95 ．D．9 呂 ．125 ．D．57
赤茶 a

層
20．784 ．9％ 96、2％ 1．アア o．3ア 1．14 ．0．29

．
力鯖色 b22522 ．6％ 64．2％ O．00 ．o．6〜 OO2 ．02B
黄丹．一．．
亦橙

ba
．

4 ア．220
．413

．2％
32．1％

2z ．5％

84．9％
．1．850
．65O

．41
．0．51

．2．24
．0．121

．570
．06

⊂ 19 ．T50 ．9％ 90 ．6賜 ］．13 ・0．271 ．47 ．D．45柿色　一．
肉桂 色

樺色　一．．
⊂
⊂

ヨ0．453
．91

．9％
7．5％

1ヨ．Z％
7．5％

．1．65
．2．48

．0、790
．62

．1．25
．2．05

．1．D50
．⊇9

煉瓦 色 ⊂ 19．25 ア、9％ 31．1％ τ．z3 ．0．061 、59 ．o．z2
錆角

桧 皮 色

栗芭

⊂

cC25

．329
．723
．428

．3％
20，S％
7 ア．4％

54 ．7％
15．1％
81 ．1賜

．σ．19
．1．2ア
1．24

．0．45
．O．530
．ヨ ヨ

D．1S
．D．861
．62

．O．58
．0．7ア

0．16
黄赤 a123 ．018 ．9％ 64．2％　　

・O．09 一
〇．68 ・0．93O ．61

代 赭 色 C52 ．45 ．7％ 5．ア跖
．1．81 ．o．65 ．1．40 ．o．92

駱 詑色

萸茶

肌 色

匸
　．
aC29328 ．Z14

．241

．5％

　　ア．5％
100 ．0％

71 ．7％

69．8％
9B．1跖

O．24
・O．352
．290

、07
−0．520
．2ヨ

o．60
−O．752
．65

．O．161
．と50
．12

檀色

灰 茶

aa

．
1S．415
．010D

．O照

　 9．4％
96．z聞
56．6％

2．10
．0．12D

．47
．1．32

一〇．87
．1．62O

．61
．0．25

茶色 a16 ．ア 100 ．0％ 96 ．2％ 2．T6D ．3 ア ．0．75O ．42
焦茶．．一
柑 子色

bC13 ．036
．599

．1％

7．5％
］00 ．O％
Z2．5％

2．ヨ4．．1．58D
．15
．D．z93

．08
・1．180

．02．
．O．5ア

杏色

蜜桐 色

［
匸

44 ．512
．Z49

．1％

62．3跖
59 ．8％
92．5％

．0．201
．601

．05
．O．48Q

．191
．94078．D．63

掲色

土色　　　．．一
小麦 色

　 ⊂一
　⊂

31，726
．O9S

．1跖
67 ．9％

s3．o％
8B ．7％

1．351
．1斗

L13D
．371

．ア51
．51o

．950
．1B

c15 ，494 ，3％　　．一
琥珀色 ⊂ 4Z ．871 ．7％

　　go．6％．一．．．．．．一．
　　6D．4％

　　 Lε9．一．．．
　　D、06

　 O．35．．．一．．
　 1．25

　　 Z．27． −
　　 0．470211 ．01

金茶

卵色

b
〔

2z．234
．59

、4％
30．2％

47．2％
6D．4％

・D．55
．αヨア

・G．960
．14

一D．ア40
．01

・o．59
．0．11

山吹 色 ⊂ 24．→ 98、1％ 92．5咒 1．79o ．752 ．17O ．51
黄上 色　　　　　　　　． ．．．
杠葉 色

　　22．5． 98．1％ 96．2％ ］．930 ．672 ．63086　　 b．一．．．
　 　 ⊂ 32．911 ．3％ 30．2％ ．1．24 ．o．40 ．0．85 ・O．67

向 凵 藝 色 〔 14．625 ．4％ 8B．ア％ 0．82
鬱金 色 b35 ．93 斗．o％ 66．o％ ．o．24

．0．91−．．．一．
　O．311

．15．．．．
0．14

・1．11− ．．
0．D5一

砂色　　　　　　　　　　　　　　．． 22．6％
芥子 色

⊂

⊂

18．739
．o56 、6％

55、0％
61．1児

G．1ア
0．ヨ8

．0．86D
．85O

、510
．ア6

・1．Dア

0．61
黄色 a12 ．8100 ．0％　　．．一
蒲公英色

罵茶

　　16．0．．．．．．．一．　 ⊇2．5％．一．．一一．
100．0％　　．
83．o％

z．37　．．．
o．50O

．】7
．D．盟

0、720
．920

．22
．1．12⊂

bzz ．z15 ．］％ 43 ．4％ ・o．54 ・0．89 ・D．71 ・0．55　−一
中黄　．．一．．．
刈安色

bZ2 ．61 ．9％ 18．9％ ．1．27 ．1．21 ．1．ア0 ．0．巳6
匸 47．55 ．ア％ 7、5％ ．Z．30o ，Z3 ．1．87 ．0、09

黄檗色 b29 ．318 ．9％ 245 ％ ．1．10 ．D．〜3 ．］ 400 ．01
海松 色 匸 44 ．6 ］1．3％ 9．4％ ．2．Q60 ．15 ．1．63 ．0、15
鶸色 c63 ．411 ．3％ 5．7％ ．2．ア91 ．22 ．2．330 ．86
鶯色 ⊂ 弖4．969 ．8％ 73．6％ D57o ．830 ．960 ．62
抹爺曲． b32685 ．8％ 94 ．ヨ％ 1．351 ．071 ．941 ．64
黄緑

菖色

　圏
ac20 ．329

．6100
．0％

30 ．2％

1DO．0％

66 ．0 ％

2．12
．o．080

．60
．0．111

．500
．28

．o．45
．D．35

若草色 c38 ．564 ．2％ s4．9％ O．571 ．01o ．95O ．78

慣用色名 分類

　 Q2．
イメ
ー

ジ

可 能度

　　　主成分

〔慣 用色 名全体）

　　　主成分
〔基本 色の 含有別 ）△ E

（平均 〕

Q1．
色名の

知名度 Z1z2z1z2

萌黄　．．
荳 色　　． ．． ．．
巷葉色

b

⊆
ヨ 3．331
．132

．1％
28．3％

43 ．4％
57、9％

・o、63
．0．130

．01
．0．05

一D．73D
．23O

、68
．0．39

ヨ 5．S54 ．7％
　　1S、9％一．

77、4％

5Z．8跖
D．35
・o．460

．b8
．0．490

．ア3
．D．09o

．44
．o．召

　　c．．．．．．．一．
　 　 〔

　　 a
．

一．．．
　 　 a

　27．3．．
　 ］1．51 ．9％ 3ア．7％

廿鞋色

白緑　　． ．
繰　　．．． 一．．．
常盤 邑

25．S1DO ．0％ 100．0跖
D．51　　．．
1．93

．1．74D
．9｝

．2．49
．0．09

．o，49．
1．61

0．32 ．1、D90 ．04一．一．．．一．．．．．．．一．一
緑青 色

　匸一．．．　a43

．1
∋ 4．722

．6％

ヨ9．6％

⊇ 45 ％

67 ．9％

　．1．51．．．．．．一
　．o．06

千歳 悸

深緑

bb3D ．ア　．．．．
14、9

ヨ．8兇 11．ヨ％ ．1670
．3ヨ　ー．一．0．75

．G．06
．2．16L8B．D．15

98．1％ ］OO．O％ 2．27　．．．一．
萌悪 色．． c57 ．ア 41 ．5％ 35．脳 ．1．46

　　 D．26−．
　　 1、513

．DO
．1．03o

．2D1
．20

著竹 色一一一．一．．．一．一． 6Q．4％ 0．27 ．D．3ア

青磁琶

匸

b2s
．637
．o34

、O％
22．6略 4i ．5％

一〇、1D
−0．96

・D．T4D
．06

一
　　
・1．13

青 1勹免 b53 ．035 ．8％ 50．4％　　−0．22O ．14 ・O．1ア

o．85．
0．82D
．0679 ．2％ 　 　 0．38O ．290 ．74鉄色

青緑

錆浅葱

51 ．413
．845

．3跖

9B．1％
．

98 ．1％ 　 　 2．270 ．181 ．19 ．1．21
Ca
卩．．．

至．
b

．1．40 ．0．83　　　　　　　　　　　　一．．
水浅葱

34，930
．1D

，o％
3．8跖

15．1％　　
−1．SD

15．1跖 　 　．1．57
・O．55　−．．O．77 ・1．17 ・］．03

新橋色 τ 46．99 ．4％ 115 ％　　
．2．τ4O ．27 ．1、71 ．o．D4

浅怱色

百群

24．5％　　
．15 ヨ 1．09 ．1、09O ．80【

〔
52．D47
．039

．6％．．．
O．0％

一．．
5．ア％　　．2．41O ．10 ．

］．99 ・0．22
納戸色 匸 50．5B ．2％ 17、O％　　

．Z．080 ．56
舳．視　　　　　　　　　　．．

・1．65　．
．1．39O

．25
．0．54

水色

　 　 【．
　　匸

3ア．317
．5

　11．3％
1DO ．O％

　 9．4 ％　　
．1．81

1QO ．0 ％ 　 　 2．Z1
．0．27　−−
o．44

一．
　　 2．5呂 0．31

藍鼠 ⊂ ⊇1．2
空色 c16 ．09

．4％
83．D％

4D．4％　　
．D．6ア

92 、5％　　 ］．82
．1．050
．05．一．．

o．70

・0．3σ

2．180
．14

・1、28　　−一．・0．D91
．21青

藍色

100．0囲　　 2．06
．．．．

　 　 a

　 　 匸．一．．
　　⊆

22．020
．716
．8100

．D％
｝ oo．o％
　 11．3％

一
96．2％
6 ア．9％

2，030
．Oア

o．60　　．．．1．13z
．斗o0 ．46

濃臨 D．斗 1 ．1．3斗

勿忘草 色

麟荳争

ア．5％　　．2．31o ．49 ．1．さ7D 、17⊂
⊂

5D．659
．211

．3％．．．．．．
17．O％ 17 ．0 ％ 　 　 ．2．ヨ11 ．12 ．1．87　　　L　　 0、ア8．

縹 色 ⊂ 55．430 ヱ％ 18．9％　　
．1．92

32．1％ 717 ％　 　 0．ヨ斗

1．12
．o．〜2

・1．480
．48D

．80
．D、21紺 青

瑠 瑚色

瑠 璃紺

b

こ

⊂

21．534
．425
．8

67．9％　　 O．731 ．Ol1 ．13O ．8184．9％
20 ．8％ 45 、3％ 　 　 ・o．53

紺色 ⊂ 18．498 ．1％ 98．1％　　 2．11
・O．590
．45

．0、T52
．48

．
ゆ．820
．3T

ヰ」着色． ［ 73．6 　 　 　 7．5％　．．．．．
　 　 　 1．9跖．

7．5％ 　 　 ・3．T5
1．9％ 　 　 ．3．471

、751
．80

．2．70
．3．01

　1．36．一一一．
　1．39勝 色

群 青色

鉄 帝ピ

⊂
b
匸

　 ア6．4　　．．
　29．7−．． 90．6跖 9Z．5％　　 1．4BO ．952 ．091 ．40
2D．6o ．o％ 55 ．呂％ 　 　．o．89 ．1．26 ．0、53 ．1．49

藤 納戸

桔 梗會．
31．65 、ア％ 7．5％ 　 　・1．ア5 ・O．69 ．1，34 ．Q．95匸

匸 72932 ．1％ 3〜．8％　　．Z．152 ．24 ．1．711 ．87
甜 藍 匸 ・Q．ア2
藤色

藤 紫

　 　 2 呂．6．−
　 　 30 斗

　　32．213

．2％

71 ．7覧　　．．
34．o％

58 ．5％ 　 　．D．49
75 ．5％　　 O．79

．O．470
．61

一D．1ヨ　　　．
1．18

一
〇．41匸

b
．．一．

育 紫

菫 色

ユ1
（

27 ．7981 ％

64．2％　　
．O，15．一．一．．

100 ．O％ 　 　 1．83O
．D80
．99

．D．081
．ア2Q

．7〜

0．46
30．479 ．2％

鳩 羽色

再蒲角 （し廓 うぶ〕

27．147
．23

．8％
　　77．4跖　　 O，96．．．．．
　　22．δ％ 　　．1．32o

．74
．0．901

．35
．D．93o

．55
．1．15c

⊂ 17 ．0佑 34．0％　　
・1、56

江 戸紫

紫

ba 39．6跖　　 o．2s0
．52　．
．0．05

．1．150
．35D

、Z20
．15　 25．3

　 23 ．9．．
　 19．E6

ア、9％
100 ．O％
20．8％

0、81O ρ 21 ．41
百 代 紫

　一
b

100．O％　　 1．99　　　　　　　　　　−
34．0髭　　

．053
．
．1．04 ．0．73 ．0．84

茄子 紺 c ε3．τ 20 ．8％ 52．8％ 　 　．0、28 ．D．71o ．08 一〇．93
紫紺 b ．0．ヨ70 ．00
菖蒲 色 〔あやめ〕 c26

．4　．．．
38．120

．8％
ヨ0．2％

56．6％　　
．0．32

35．8％　　．0．98D
．490
．21

．．
　 　・0．58 ・D．05

壮丹芭 c5 斗．6 ヨ7．7％ 41 ．5％ 　　
．1．31

赤素

自

弓
’

a23

．4　．
　1．798

．｝％ 100 ．O％　　 1．98T
，310
．75

・o．891
、58LOO ・0．06

1．41 ・O．97
胡粉色　　　　　　　　　　　　　．．．．
生成 色

⊂ 44．310D
．O粥一

　 3、8％
100．O％　　 2．ア5
　11．ヨ％　　

．2．14
．o，470
．04

　．
．172 ・D27

c ．D、44 ．D．10
勲
．
牙 色

銀 鼠

36．1
　14 ．3−．

34．O％
49．1跖

35．8％ 　　・0．S5
69 ．8％ 　 　 0．840

．15
．0．691 ．20 ．0．85⊂

b τ1．62D ．脳 41．5％　　
−O．1Z

茶鼠

鼠色

b
匚

　 45 ．奮％．
．一一．
．0．59

・1，斗3
．1．15

・O．Z5
．0．80

・1．4ア

．o．85ZO ．09
．3

　5．ア賂
94．3％ 96．2％　　 Z、32 ．0．14z ．58 ．o．25

利 休鼠 c16 ．5T1 ．3％ ・1．64
鎖色 匸 14 ．852 、8％

13．2％　　
．LO2

71 ．ア％ 　 　 0．9ヨ

．1．44
．0．59

．D．621
．29

．一．
・0、76

灰 色 a10 ．198 ．1％ 100．  ％　　 2．43 ．O．02　　　．．
煤 竹色 ⊂ 28．75 ．7％

．
］．11
−1，20
．1．15

．1．96
・1．10　　−．．1．53黒 茶．一．一．一．．一． a

「
匸

6．1U
．426

．4％
47、2％

　 9．4 ％　　
．1．61．．．

71．ア％　　 0．ア8
呂1．1％　　 1．14

・0．95
・1．49

墨
．0．8Z1 ．48 ．D．99

黒 3．09
．9100

．0％
　 3．8賜

．0．40．．．．・1．711
．3⊇

．O．83
鉄黒

ab 100．σ％　　 2．71
54 ．7％　　

．0．03 ・O．21 ・1，73

※ 分 類 に つ い て 次 のよ う に表す 　a．基本 色 の み の色名 ／a
’．基 本色 が 2 つ の色 名 ／b．基 本色 を含 む 色 名 ／c．基 本色 を含 まな い 色名

※ 「
白緑 （び ゃ くろ く）」 お よび

「
緑 青色 （ろ く し ょ うい ろ）」 は、本 来 顔料 が 由来 と な っ て い るが、そ れ ら の 慣 用色 が基 本 色 2 つ で 構 成 さ れ て い る為、

　　「a
’
基本色が 2 つ の色名」 と分類 した。
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3 ．1，CIE　L＊ a ’b＊

表色系 における色選択の 分布

　本稿で は、各慣用 色にて 色座標 L ’

，a
’

，b
＊

の 3値を取

得 している が、被験者が選択 した色名を座標上 で再現

する こ とが可能である 。 そこで い くつ かの分類 に分 け

て 、ど の よ うに分布 して いるか を示 す。

3，1．1．基本色 のみの色名

　図 5 および 6に慣用色名 「赤」の 分布 を示す 。分布中

で は、色彩測定器 で取得 した測色値（図 5の■ ）に集 中

して いるの が見て取れ、正 しく色の選択がなされて い

るよ うに解釈 で きる 。測色 値 か らの色差も 6 ．8 と著 し

く低い 数値 を示 した。「赤」と い う色名を含め 、基本色

のみ の色名 は、幼少 期か ら日常的 に用 い られ て いるた

めに正確 に選択するこ とがで き、測色値に集中する結

果にな っ た と推測され る。

　な お本稿で は、Berlin と Kay が定義 した基本色彩

語 11 色 「red 」「yθIlow」「green 」「blue」「purple 」

「pink」「orange 」「brown 」「gray 」「white 」「biack」

に対応する 9i °／l名および和名を基 本色と して 定義 し

た 。但 し 「pink」に対応す る可能性がある 「桃色」は 、

英訳する と 「peaGh 」とな り、「pink 」よ D も黄色寄 D

で色域が狭 まる 。 故に、本稿では 「桃色」を除外 した。

3．1．2 ．基本色が2 つ のみの 色名

　図 7 および8 に 厂黄茶」の分布を示す 。 基本色のみの

色名で あ る 「赤 」の分布 と比較 す る と、測 色 値 （図 7の

口）よ りも分散 して い る よ うに見 られる 。 それで も 「黄

色」と 「茶色」の 中間と被験者が イメージ したも のと考

え られ 、a
＊ −b＊

座標上 で は橙と黄 色 間の 色相 内 に分布

されて い る ． 図8に示すメ トリ ッ ク明度 L＊
に つ い て も、

「赤」と比較 して分 散す る傾向 を示 した ．

　「基本色が 2 つ の み の 色名」は 、和名慣用色 の み に 見

られ る色名で、「黄緑」や 「赤紫」とい っ た日常的に用 い

られて いるものが存在すれば、「黄茶」や 「黒茶」とい っ

た馴染みの少ない もの も存在す る。これ らの よ うに色

名によ っ て知名度は様々で あるが、色名自体 を知 らな

くても、色選択する手がか りは存在す るため 、比較的

正確な色選択が可能となる ケ
ー

スが見 られ る。

　本稿で は、顔料 が由来で ある 「臼緑（びゃ くろく）」

「緑青色 （ろ くし ょ うい ろ）」に対 しても基 本色 を 2つ 有

す る ことか ら、基本色が2 つ の みの色名をしで扱う 。

3 ．1．3 ．基本色を含む色名

　本稿で は 、「ワ イ ン レ ッ ド」や 「千歳緑 」とい っ た色 名

に 基本色が含まれて い る も の を 「基 本色を含む色名」と

して扱 う。

　図 9および 10 に 「シ ャ ル トル
ーズグリ

ー
ン」の分布

を示す 。 マ ン セル値は 4GY 　8 ／10 で黄色寄 りの色相

を示 すが、基準よ り大 き く離れか つ
＊ b軸の マ イナ ス 側

に集中する結果とな っ た 、 またメ トリ ッ ク明度 L＊

に関

して も測色値か ら大 き くずれ てお り、分散す る傾向を

示 した。こ の傾向は 、岡本が記億 された イメージを引

き出 して再 現 する際に基本色を選択する 傾向がある と

考察 して い るが 劔
、

一部の 色名で その傾向が成 り立つ

為に支持する ことが出来 る。

　特に、あ る色名の 知名度が イメージ可能度を下 回る

ケ
ー

ス におい て、基 本色 を手 がか りと してその 付近 に

色選択するケ
ー

ス が見られ、も しもイメ
ー

ジ が誤 っ て

いれ ば 、測 色値 か らの色差 が大 き くな っ て しま う結果

につ な がる 。 今回取 り上げた シ ャ ル トル
ーズグリ

ーン

の 知名 度 は 28 ．6010と多 く の 被験 者には知 られ て い な

いが、イメ
ージ可能度は 69 ．6010と高めであ っ た 。

　基本色を含む色名の 特徴 は 、 「ワ イン レ ッ ド」「焦茶」

の ように馴染みがあ っ て結果 的に測色値からの色差が

低い 色名、そ して 「シ ャ トル ーズ グ リーン 」「黄丹」の

よ う に馴染 み がな いが色 名 を手 が か りと した結果 、測

色値 との 色差が大き くな る 色名、およ びそれ らの 中間

とに分かれる 。

3．1．4 ，基 本色を含まな い 色名

　図 11 および 12 に慣用 色名 「ジ ョ ン ブ リア ン」の分

布を示す。測色値からの色差が 105 ．2と 267 色の 中

で最も 高い 数値 を記録 した 。知名度 は 8．go／o 、イメ
ー

ジ可能度は 5．40／o と ともに低い 数値で あ っ た 。 こ の 色

名 の よ う に、色 名 を知 らず イ メ
ージも 出来 な けれ ば、

本実験で は勘を 頼 り に し て 選択を しな けれ ばな らず、

その 結果 と して、a
’ −b＊

座標上 にバラバラ に分散され、

メ トリ ッ ク明度 L’
に つ い て も各 レ ン ジ に分散する結果

とな っ た。この傾向は 、基本色を含まな い色名の
一

部

に見 られる 。

　 しか し、こ のグループの 中には 「ベ ージ ュ 」「ス トロ

ベ リ
ー

」「柿色」な どとい っ た馴染みのあ る色名も存在

する 。 実際、これ らの色差は低い 値を示 してお り、正

確な色選択がなされて いる傾向である 。

　以 上 の こ とを踏 まえ 、基本 色の 含有 によ っ て
一

部 の

色名の 色差 △ E に影響が出る の で はない かと考え、上

記 の 4 グル
ー

プ に分 けて 以 後の考 察を行 う。
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3．2 ．3指標間 の相互 関係

3 ．2 ．1，色名の 知名度とイメ
ー

ジ可能度の 関係

　石原 は、ア ン ケ
ー

ト調査にお いて 「色名を知 っ てい

るか」「色名か らどんな 色か 判るか」に つ い て ア ン ケー

ト調査 して い るが B）、2指標の 関係が 示されて いない 。

も し2指標間の 関係を 示せ ば、そ の 関係が明 らかにな

り、そ して基本色の 含有に よ っ て ど の よ うな 相違 が発

生する かが把握で きる と考 え、「色名 の知 名度」および

「イメ
ージ可 能度」の 関係を調査 した 。 図 13 に散布図

を示す 。 その結果 、 2指標間に強い正の相関が見 られ、

色名 を知 っ て いれ ば、色名か らイメ
ージで きる とい う

傾向が強い と言える。

　ま た図 13 よ り、知名 度 が低 くな る と基本色の 含有

如何で イメージ可能度に違いが見 られ る こ と に注目で

き る 。そ こ で 知名 度 が 500／o 以下 の 色名 を対象 と して

共分散分析を行 っ た（表 3）。その 結果、「基本色が 2 つ

の み の 色名」と 「基 本色を含む色名」は、「基本色を含ま

な い 色名」よ りも有意 にイメ
ー

ジ可能度が 高か っ た 。

これは基 本色が存在 したた め、そ れ を手 がか りと して

被験者が選択 したと考えられる 。

3．22 ．知名度と色差 △Eの関係

　先行研 究で は 、再 現され た色 と知名度の 関係が明確

に示 されて いな い。そ こで 、これ らの 関係を示 す こ と

で 2 指標間の客観的な関係を示すこ とが可能 と考え た 。

図 14 に知名度と色差 △ Eの 散布図 を示 す 。 こ れよ り、

2指標間に て 中程度の 負の椙関が見 られた ，

　散布 図よ り知名度が下 がる ほ ど、基本色の 含有に よ

り色差の 大き さが あ る範 囲 に定 ま る傾向が見 られ た 、

よ っ て 3．2，1と同様に共分散分析を行 っ て検証 した結

果、「基本色を含む色名」は 「基本色を含まない 色名」よ

りも有意な差が 見 られた 。こ れ によ り、色名 自体は知

らな くて も基本色が存在 したため、そ れを手がかりと

して 選択がなされ 、 結果的に色差が基本色を含まな い

色名よ りも上 回らな か っ た と推測 され る。

3．2．3 ．色名のイ メージ可能度と色差 △Eの 関係

　322 と 同様に 、図 15 に イ メ ージ 可 能度 と色 差 △ E

の散布図 を示す 。散布 図 よ り、2 指標 問にて や や強い

負の 相関 が見 られた 。 同様に共分散分析を行 っ た結果、

やは り 「基本色を含む色名」は 「基本色を含まない色名」

よ りも有意 に色差が低か っ た。こ の こ とか ら、イメ
ー

ジ可能度 が低くて も基本色が含まれて い る こ と で 、色

選択の手がか りとなる こ とが考え られる。

表3　相関分析および共分散分析 の 結果

相関分析 サ ン フル 数  相 関係数  　 　 　 P値

32．1 知名度 一
イメ
ージ可能度 267 G．840　 　　　 く00001

3・2・2 某準から の 色差 一笂名度 267　　　 F ・0412 くOOOOl
ヨ．2．3 基準から の 色差 一イメ

ー
ジ可能度 267　 　　　 　　

・06D6 く00DO1

共分散分 析 （基本色含有 有無｝ サ ンプル 数  平 行性の検矧 p値 l　 F値 P値

3．21 知名度 一
イメ
ー

ジ 可能 度
　　　116

ア 04857 　 　　 22202 く00001

3・2・Z 基淳か らの色斧 一知 名 度 167 05 ア8巳　　　 20604 く00001
3−2弓 壘準からの色差 一

イメ
ージ可能度 115 09526 　 　　 1〜 96000005

3．3．主成分分析によ る色名の認識度の検討

　先行研究で は色名の認 識に つ い て 様々 な定義が なさ

れたが ［・6）、それぞれ にお い て 色 再現デ
ー

タ、知名度、

イ メ
ー

ジ可 能度 の うちの 2指 標の み か らの 考察を 行 っ

て い る に週ぎない 。

　本稿で は 3．2 にお いて 3指標 間の相互 関係を検討 し

たが、これ らの指標から色名の認識に つ いて定量化す

る こ と で 総合的な評価が可能であ る と考 え、色 差 △ E、

知名度、およびイメージ可能度の 3指標を用い た 主成

分分析を行い、認識に つ いての 定量化を試みた 。

3，3．1．基本色の含有状態での比較

　表 4 に相関行列を用い た 主成分分析の結果 を示 す 。

慣用色名全体 に対 して主成分分析を行 っ たところ、主

成分は 3つ 抽出され 、z1 の み で 75 ．20fo、そ して z1 と

z2 の両者で 95 ．80／o の寄与率を有 した 。

　第 1主成分z1 の 固有 ベ ク トル よ り、色差 △ Eが低 く、

色名を知 っ て お り、色名か らイ メ
ー

ジが出来れ ば、z1

の値 は大 き くな り、それ は認識 さ れて い る と い う解釈

が で きるの で はない か と考え られ 、z1 を認識度の軸と

捉える こ とが出来る。

　第 2主成分z2 は 、 3指標 とも に固有ベ ク トルが正 で

あるが、比重の計算を行うと、色 差 △ Eで 54 ．60／o、知

名度で 34 ．3010、イメ
ージ可 能度で 11 ．10／oであ っ た 。

知名度の 比重が色差よ りも やや低い こ とを考慮に入れ

な けれ ばな らな いが、「色名を知 っ てい て、色差が大き

い 」ことか ら z2 の 値が 正 で あ る ほ ど誤認 の 傾向、反 対

に 「色 名 は知 らな いが、色差が小さい」こと か らz2 の

値が負であ るほ ど色名からのイメージによ っ て色差が

小 さ か っ た 、も しくはイ メ
ージも 出来な い が、色名選

択によ る色差が小さか っ たと解釈が で き る 。よ っ て z2

を錯誤度の軸と捉える ことが できる。

　算出された慣用色毎の 主成分得点zl およびz2 を表 1

及 び表 2 の 「主成分 （慣用色名全体）」に示 し、2つ の得

点を座標上 にプ ロ ッ トした （図 16）．

　 さ らに、基本色の含有によ っ て どの よ うな主成分が

［：：
一
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抽出で き、ど の よ うな ウェ イ トを占め る かを調べ る為

に、基 本色 の含有状 態 別に主成 分分 析 を行 っ た。表 4

に緒 果を示 す 。

　 「基 本色 のみ の 色 名」「基 本色 を含む 色 名」、そ して

「基本色を含まない 色名」の 3 グループに つ い て は、主

成分 z1 およ びz2 の 固有ベ ク トルの 係数が 「價用色名全

体」の 主成分分析で算出さ れ た固 有ベ ク トル と ウ ェ イ

トが類似 し て い るた め 、z1 を認 識度、　 z2 を錯 誤 度と

定義が出来そ うで あ る 。 「基本色の みの 色名」に関 して

は、知名度 およ びイメ
ー

ジ可能度 とも に 100 °／o に近 い

ため 、1000／o を少 しで も下回る と、認識度が下が っ て

しま う傾 向とな D 、測色値か らの色差が大きい と錯誤

度が上が っ て しまうことに注意をしなければな らない 。

　「基 本色が 2 つ のみ の 色名」に関して は、z1 で は固有

ベ ク トル の 色差の符号 が他の 3 グル
ープと反転 して い

るが、ウェ イ ト自体は低いためz1 を認識度と して捉え

られ る。z2 に関 して は、固有 ベ ク トル における色 差 の

ウェ イ トが極めて高い た め色差の軸と捉えられる 。 図

17 か ら 20 に基 本色含有別の 主 成分得点 の 分布 を示

し、表 1およ び2 の 「主成分 （基本 色の 含有）」に主成分

得点を示す 。

3．3．2．基本色の 含有に おける主成分得点の 比較

　基本色の 含有によ っ て どの ように認識の 相違が見 ら

れる か を把握す る為に 、図 16 に基 本色 の含有こ との

主成分得点の分布 を示す 。そ れを踏まえ て基本色の含

有によ っ て 、どの よ うに認識度及 び錯誤度に差が生 じ

るか を明 らかにする た めに、基本色の含有 からの 4 グ

ル ープ を 要 因 と した 一元 配 置 の 分 散 分析 を 行 い 、

Soheffeの方法で多 重比 較を行 っ た 。な お、この分析

に は 表 1及 び表 2 の 「主成分 （慣用色名全体）」上の 主成

分得点を利用 した 。 図21 に認識度を 表す主 成分得点

zl の結果、そ して 図 22 に錯誤度を表す主成分得点 z2

の結果を示す。

　第 1主成分z1 に 関 して は 、「基本色のみの 色名」がそ

の他の 3 グル
ー

プ よ D も有 意 に高 く、「基本色 が 2つ の

色名」は 「基本色を含まな い 色 名」よ りも有意 に高い結

果 とな っ た （F ［3263 ］＝34 ．149p ＜ 0．0001 ）。こ

れにより、厂基本色の み の色名」は認識度が高く、同様

に 「基本色が 2つ のみ の色名」は 「基本色を含まない 色

名」よりも認識度が高い傾向が示 され た 。

　また 、第 2主成分z2 に関 して も 同様の 分 析を行い 、

「基本色の みの 色名」お よ び 「基本色を含 まない 色名」

が、「基 本色 を含 む色 名」よ りも有意 に低い結果とな っ

た （F ［3．263 ］＝ 24 ．310p ＜ 0、OOO 　1）。こ の こ とか

ら、色名 自体は知 らな くて も色名 を手 がか りと したイ

メージができるとい う解釈が可 能である 。

　こ れ らの結 果を踏 まえる と、z1 軸 プラ ス 側 に 「基本

色のみ の色名」が集中 して い る ことか ら、この 部分 に

おいては認識度が高い と言うことがで きる 。

　「基本 色 が 2 つ のみ の色名」は 、2つ の グル
ー

プに分

か れ て い る のが 見 て 取れる 。 ひ と つ 目の グル
ープは

「赤紫」の よ うな知名度 およ びイメ
ー

ジ可能度と もに高

い 色名 で z1 軸の プ ラ ス 側に 位 置す るため認 知度 が 高 い

と言え る 。も うひ と つ は知名度 が低 い が色 差が 低い
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図 17 「基本色 の み の 色名」の 主成分得点分布
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図 18 「基本色が2 つ の み の 色名」の 主成分得点分布
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図 19 「基本色 を 含む 色名」の 主成分得点分布
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図 20 「基本色を含 ま な い 色名」の 主成分得点分布
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図21　 基本色含有状態 に おける 第 1主成分 z1 の 比較
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図22　基本色含有状態に お け る第2 主成分z2 の比較

「黒 茶」の よ うな色名で あ るが 、色名自体は知 らな くて

も名前を手がか りに して色選択がで き、結果 的に色差

が小さか っ たので はないか と考え られる。

　「基本色 を含む色 名」は、z2 軸マ イナ ス 側に 多 く見

られ、z 陣由にて 幅広 く分布され てい る 。これ に よ り、

色 名を知 らずに選択 した傾向が高い と考えられる 。

　「基本色を含まな い 色名」に つ い て は、「基本色を含む

色名」よりもz1 軸での広が りが大きい が、これは基本

色の有無による差で はない かと考え られる 。

3．3．3 ．先行研 究へ の 適用

　盛 田らは、認識の 程度を 5種類に分類して い る （表5 ）。

そこ で 、その 分類が本稿で算出 した各主成分 において

成立す るか否 か を確認 する為 に、色名が持 つ 主成分 得

点を盛田らの 女子学生 3） および男子 学生 5）
の 5分類に

分けて分布 に当てはめ て みた （図23 ）。また 図24 に第

1主成分z1 にお ける盛田ら の 分類を主要因とする一元
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配置分散分析の結果を示す 。 その 結果、「A ：B ：認識

され て い る 色名」は 「C ：認 識 があ い まい 」、お よ び

「D ：E ：認識されて い ない」よりも有意 に高い 結果 と

な っ た 。 また 、 「C ：認識があい まい 」は 「E：認識されて

いな い」よ りも有意 に高 か っ た （F ［4．221 ］＝35 ．663 ，

p＜0、0001 ）。

　こ の こ とから、盛田 らの分類は 、認識度 に関係する

第 1主成分に つ し、て 大部分で 成立 す る こ とが示 唆 され

た。但 し、第2 主成分z2 に 関 して は、有意な差が見 ら

れ なか っ た 。

　今回の 考察 は、盛 田 らが示 した 分類 さ れた色名の み

を主 成分分析 に織 り込んだの みで あ るため、色再現の

デー
タ や回答 不可 能の割合とい っ たも の は、デー

タ特

性 の 相違によ り織り込めなか っ た。

　また 、盛田 らの研 究か ら年月が経 っ て いるた め、例

えば、「マ ゼン タ」「シ ア ン」とい っ たコ ンピュ
ータの普

及 に伴 っ た こ と等 に よる
一

部の色 名にお ける認識 度の

変化に つ いて も考慮に入れな ければな らない 。

　とは言 え 、盛田 らの研 究か ら 15 年以上経過を して

い る の にも 関わ らず、認識度が低い 色が 同じで ある傾

向が見 られた こ とは、色名が存在 して いる だけ で、知

　 第 1 主成 分 得点
2

1

0

一2
　 　 　 A 　　 　　 B　　　　C　 　　　 D 　　　　 E

　 　 　 　 　 　 　 盛 田 ・香川 の 分類

図24 　盛田らの 分類 における第 1主成分z1 の 比較

る機会がな かな か見 つ か ら ず、か つ 活か さ れ て い な い

可能性が高い と推測 される 。

4 ，まとめ

　本稿 は、色名の認 識に つ いて定量 化す る為 に、色差

を数値化 した 上で 、色名の知 名度 お よび色名か らのイ

メージ可能度を取得 し て 、3 変数の 関係を考察 した 。

その結果 を以下 に示す 。

表 5　盛 田 らの 認識 に つ い て の 分類
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1，知名 度 とイ メ
ー

ジ可 能度 の 間に は、強 い正 の 相関

　　を持 つ 。 こ の ことから色を知 っ て い れば、イ メー

　　ジでき る傾向が 強い こ とが言え る。

2 ．色名を知らな くて も、「基本色 を含む色名」は イメ

　
ージで ぎ る傾向があ D 、「基 本色 を含まな い 色 名」

　　と の 間に有意な差を持つ 。

3 ．知名度 と色差の 間には、中程度の負の相関を持つ 。

　　この こ とか ら色名 を 知らな いほ ど色 差 が上昇す る

　　こ とが言 え る 。 さ らに低 い知名度 では基 本色 の含

　 有によ っ て 色差の 大きさが固定される傾向とな り、

　　「基本色を含む色名」は、「基 本 色を含ま ない色名」

　 よりも有意に色差が低い結果 とな っ た 。

4 ．イメ ージ可能度と色差の 問 には 、や や強い 負の相

　 関を持つ 。こ の こ と か ら、どんな 色か がイ メージ

　 できない ほ ど色差が上昇 す るこ とが言 える。さ ら

　 に、低い イメ
ー

ジ可能度に おい て も基本色の含有

　 に よ り色差の大 きさ が固定 され る傾向とな り、「基

　 本色を含む色名」は、「基本 色を含 まない色 名」よ り

　 も有意に色差が低い結果 とな っ た。

5，主 成分分析を用い て 色名の 認知度を検討した結果、

　 認識度 （寄与率 75 ．20／o）、錯誤度 （寄与率 20 ．6％ ）の

　 2つ の主成分が抽出され、95 ．20／oの 説明力を持 つ 。

．］一 亅1。6 …一
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　 　 　「 豈 澤ほ が・廟齪の識に 関
る基 礎

究 　　． 6 ．基本 色 の含有 状態 別 の 認 識 度

比 較におい て、 　「基本色 のみ の色
名

」 は その

の グルー プよ りも 　認識度は 良 く、 「基本色

2 つのみの色名」は 　　「基 本色を 含まない色名

よ りも認 識度が

い傾 　向を 示 した 。 7 ．同様に錯誤度 に 関し

は 、 「基本 色が 2つ のみ の 　色名 」およ び 「

本 色 を含
む色名」は、その他 　のグループよ

も有意に 低く 、色名 自体 を 分 か 　 　らなくて も

名 を手が かりにして色 選 択 を 行 っ 　 た

果、色 差が小さかった ことを示す。 　以上よ り、 「

差
」「色名の知名度」「 色名からの イ メージ 可能

」の 関係およ び、色の認 知度を 定量的に 示すこと

できた 。しかし、あくまで大学生が中心の 調査であD

性差 5 ）、 世 代 差4 ）、専門性 や 学科 7 ）で 結果

変 わ ってくる可 能性 を持 つ。故に 、対象を拡げ る

とが今 後

課題とな

、上記 間の比較 を 行う 必 要 があ る。 参考文献 1
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